






唇顎口蓋裂患者の顎運動機能の特徴を把握する目的で、先ず今回は比較的症例が多くかつ

難症と思われる著しい前歯部反対咬合と過蓋咬合を合併する 3症例を選び、咀嚼筋電図と

顎運動路の同時記録を行って、その顎運動機能を検討した。咀嚼筋電図所見では、側頭筋

の放電開始時期は咬筋の放電開始時期より先行する。また咬筋の放電活動は他の筋群に比

較してその活動電位が明かに低いことが認められた。さらに触診でも咬筋と側頭筋前部お

よび後部とに著明な差が認められた。 


